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|高田上ノ段遺跡|

1、調査地点 高田字大塚越し047-1
2、調査の原因茶園改植による緊急発掘調査
3、調査の面積 850m 
4、調査の期間 S61年8月20日-11月20日
5、調査の内容
弥生時代後期の遺物を出した小穴105基、土抗4基、意味不明以降20基
を検出した。これらのことから、高田上ノ段遺跡の中心部が本調査地点の東側
一帯にあることと、当時の集落(村〉周辺の状況がわかった。

(l 

!瀬戸山I-a遺跡|

1、調査地点 吉岡字花ヶ脇1，627
2、調査の原因茶園改植による緊急発掘調査
3、調査の面積 483rrl 
4、調査の期間 S61年10月23日-S62年3月31日
5、調査の内容
弥生時代後期~古墳時代前期の集落の中心部を確認。住居跡24軒、掘立柱
建物跡4棟、小穴多数を検出した。出土遺物は、弥生式土器〈壷・..高斗〉
古式土師器〈壷・寝・高亦〉多数である。
その他、近世陶器を出土した溝8条の検出、縄文時代中期土器・石器を出土
した。

4・ |瀬戸山 I-b遺跡|

1、調査地点 吉岡字花ヶ脇1，909・8
2、調査の原因 茶園改植による緊急発掘調査
3、調査の面積 302m 
4、調査の期間 S62年1月19日-3月31日
5、調査の内容
弥生時代後期~古墳時代前期の集落の一端を確認。掘立柱建物跡1棟、その
他小穴多数を検出した。出土遺物は弥生式土器〈査・吏・高外〉、古式土師器
〈壷・喪・高岸〉である。
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吉岡字道下1，537-1
茶園改植による緊急発掘調査
575m 
S61年 11月21日.......S62年3月31日

l山郷山遺跡|
1、調査地点
2、調査の原因
3、調査の面積
4、調査の期間
5、調査の内容
調査区山頂部に削り出し築造の塚〈直径7m、時期不明) 1基、奈良時代及
び近世〈江戸時代).......現代の土椋墓10基、時代不明の炭焼窯1基を検出。出
土遺物は、奈良時代須恵器(坪〉・土師器〈喪・土粉、近世陶器、キセル等で
ある。
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